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4　たよりを学期に３回以上、ＨＰは月４回以上の更新 4　保護者アンケート満足率80％以上

3　たよりを学期に２回以上、ＨＰは月３回以上の更新 3　保護者アンケート満足率70％以上

2　たよりを学期に１回以上、ＨＰは月２回以上の更新 2　保護者アンケート満足率55％以上

1   たよりを年に１回程度、ＨＰは月２回未満の更新 1　保護者アンケート満足率55％未満

4　アンケートの90％以上で取組を実施 4　アンケート回収率80％以上

3　アンケートの80％以上で取組を実施 3　アンケート回収率70％以上

2　アンケートの70％以上で取組を実施 2　アンケート回収率55％以上

1　アンケートの70％未満で取組を実施 1　アンケート回収率55％未満

4　90％以上の教員が計画的に実施 4　80％以上の生徒に定着

3　80％以上の教員が計画的に実施 3　70％以上の生徒に定着

2　70％以上の教員が計画的に実施 2　55％以上の生徒に定着

1　70％未満の教員が計画的に実施 1　55％未満の生徒に定着

4　計画した教育活動の90％以上の割合で実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

3　計画した教育活動の80％以上の割合で実施 3　保護者アンケート満足率70％以上

2　計画した教育活動の70％以上の割合で実施 2　保護者アンケート満足率55％以上

1　計画した教育活動の70％未満の割合で実施 1　保護者アンケート満足率55％未満

4　90％以上の授業で実施 4　生徒へのアンケートの結果で80％以上が「よい」と回答

3　80％以上の授業で実施 3　生徒へのアンケートの結果で７0％以上が「よい」と回答

2　70％以上の授業で実施 2　生徒へのアンケートの結果で55％以上が「よい」と回答

1　70％未満の授業で実施 1　生徒へのアンケートの結果で55％未満が「よい」と回答

4　90％以上の授業で実施 4　生徒へのアンケートの結果で80％以上が「よい」と回答

3　80％以上の授業で実施 3　生徒へのアンケートの結果で７0％以上が「よい」と回答

2　70％以上の授業で実施 2　生徒へのアンケートの結果で55％以上が「よい」と回答

1　70％未満の授業で実施 1　生徒へのアンケートの結果で55％未満が「よい」と回答

4　90％以上の単元で実施 4　生徒へのアンケートの結果で80％以上が「よい」と回答

3　80％以上の単元で実施 3　生徒へのアンケートの結果で７0％以上が「よい」と回答

2　70％以上の単元で実施 2　生徒へのアンケートの結果で55％以上が「よい」と回答

1　70％未満の単元で実施 1　生徒へのアンケートの結果で55％未満が「よい」と回答

4　活用できる場面の90％以上の単元で実施 4　生徒へのアンケートの結果で80％以上が「よい」と回答

3　活用できる場面の80％以上の単元で実施 3　生徒へのアンケートの結果で７0％以上が「よい」と回答

2　活用できる場面の70％以上の単元で実施 2　生徒へのアンケートの結果で55％以上が「よい」と回答

1　活用できる場面の70％未満の単元で実施 1　生徒へのアンケートの結果で55％未満が「よい」と回答

4　90％以上の授業で実施 4　生徒へのアンケートの結果で80％以上が「よい」と回答

3　80％以上の授業で実施 3　生徒へのアンケートの結果で７0％以上が「よい」と回答

2　70％以上の授業で実施 2　生徒へのアンケートの結果で55％以上が「よい」と回答

1　70％未満の授業で実施 1　生徒へのアンケートの結果で55％未満が「よい」と回答

4　90％以上の指導場面で実施 4　生徒アンケート満足率80％以上

3　80％以上の指導場面で実施 3　生徒アンケート満足率70％以上

2　70％以上の指導場面で実施 2　生徒アンケート満足率55％以上

1　70％未満の指導場面で実施 1　生徒アンケート満足率55％未満

4　年間の90％以上で実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

3　年間の８0％以上で実施 3　保護者アンケート満足率70％以上

2　年間の７0％以上で実施 2　保護者アンケート満足率55％以上

1　年間の７0％未満の実施 1　保護者アンケート満足率55％未満

4　授業日は毎日開室する 4　不登校生徒数が全校生徒数の２％未満

3　授業日のの８0％以上で開室 3　不登校生徒数が全校生徒数の２％以上４％未満

2　授業日の７0％以上で開室 2　不登校生徒数が全校生徒数の４％以上６％未満

1　授業日の７0％未満で開室 1　不登校生徒数が全校生徒数の６％以上

4　90％以上の指導場面で実施 4　生徒アンケート満足率80％以上

3　80％以上の指導場面で実施 3　生徒アンケート満足率70％以上

2　70％以上の指導場面で実施 2　生徒アンケート満足率55％以上

1　70％未満の指導場面で実施 1　生徒アンケート満足率55％未満

4　90％以上の指導場面で実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

3　80％以上の指導場面で実施 3　保護者アンケート満足率70％以上

2　70％以上の指導場面で実施 2　保護者アンケート満足率55％以上

1　70％未満の指導場面で実施 1　保護者アンケート満足率55％未満

4　90％以上の指導場面で実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

3　80％以上の指導場面で実施 3　保護者アンケート満足率70％以上

2　70％以上の指導場面で実施 2　保護者アンケート満足率55％以上

1　70％未満の指導場面で実施 1　保護者アンケート満足率55％未満

4　90％以上の必要情報に対して実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

3　80％以上の必要情報に対して実施 3　保護者アンケート満足率70％以上

2　70％以上の必要情報に対して実施 2　保護者アンケート満足率55％以上

1  70％未満の必要情報に対して実施 1　保護者アンケート満足率55％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評価A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評価B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評価C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評価D
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　昨年度より3年生で実施している
いのちの授業や熱中症予防講座
等を次年度以降も養護教諭と連携
し実施していき、心と体について考
える機会をもつ。
　運動の日常化に向け、保健体育
の授業で、体力をつける取組を継
続して行い、給食指導を通した食
育に関する指導により、健康につ
いて考える機会を持たせる。
　避難訓練では、様々な場面を想
定した訓練を継続して行うととも
に、災害時の具体的な行動に関す
る安全指導にも力を入れる。自転
車乗車時のヘルメットの着用、な
がらスマホの禁止、暴漢に襲われ
そうになった場合の身の守り方な
ど実践的な指導を計画していく。A

A

A
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　夏休み前に熱中症予防講座を
保健委員会の生徒を中心に全校
で実施するなど、健康への関心を
持たせる機会を随時もってきた。
生徒アンケートによる成果指標の
数値も向上しその成果が見られ
る。
　日常的な運動への取組について
は、保健体育の授業と部活動が中
心となり行っているが、全校で取り
組む活動場面の設定が課題とい
える。
　避難訓練や安全指導は、生活指
導部が中心となり、様々な災害の
想定の下に、実際の場面に即した
形での避難訓練を企画・実施して
いるが、昨年度に比べ、避難訓練
に関する保護者アンケートでの満
足率が低下している。

55

　市の施策である、「学び続ける力
を育むための授業改革」の取組を
推進し、全教職員で授業に関する
研修を実施した。校内研修を通し
て、学習指導や学習規律に関する
情報交換や共通理解を図った。
　主体的で対話的な学びを深める
授業については、各教科で工夫を
した展開を教員は心掛けて実践し
ており、昨年度より、教員による取
組指標の数値も生徒アンケートに
よる成果指標の数値も向上してい
る。
　ICT機器を活用した授業について
は、教職員は意識して取り入れ、
昨年度より実施していると回答し
ているが、生徒アンケートには目
立った変化は見られなかった。
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C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で
成果と課題、改善点について協議する。

4

4

2.6

2.6

3.5

3.4

ホームページは、週1回以上の更
新を継続し、更新時期の偏りが起
きないよう配慮する。学校だよりを
はじめとした各種便りは、今後も発
行のペースを維持する。
　各種アンケートの実施について
は、テトルでの協力依頼を行うとと
もに、生徒を通じて、アンケート回
答を促すアナウンスを随時行うこ
とで回収率の向上を図る。
　Qubenaの朝学習の活用を継続
し、各教科での活用や、長期休業
日での課題の設定により更なる活
用と学習習慣の定着を促す。
　地域人材の活用の様子について
は、ホームページで活動の様子を
随時発信するとともに、協力いた
だける地域人材の検討に努める。

　授業改革に関する取組は次年度
以降も継続的に実施する。落ち着
いた学習環境の維持に向け、学習
規律の維持、教室の掲示物や板
書等の授業に関するユニバーサ
ルデザインに関する共通理解を校
内研究の継続により、引き続き
行っていく。
　主体的で対話的な深い学びの実
現に向け、各教科での工夫に加
え、校内研修により教員間での情
報共有の場を設定する。特に実技
教科におけるICT機器の活用や対
話的な授業の実施を促し、「学び
続ける力の育成」を意識した授業
づくりに取り組む。Qubena等の一
人一台端末の利用を促進するた
めの取組を継続して行っていく。

　特別の教科　道徳の授業におけ
る授業に関して、多くの生徒はそ
の学習にしっかり取り組めていると
回答している。また、あいさつに関
する取組については、生徒会によ
るあいさつ運動の実施等により、
おおむね実践されていると生徒は
考えている。しかし、教員の取組指
標は前年よりやや低下している。
　必要な支援について検討する校
内委員会は、毎週木曜日に定期
的に実施され、特別支援や不登
校、エンカレッジルームの運用に
関して検討を継続しているが保護
者アンケートの数値はやや下がっ
ている。
　エンカレッジルームは、ボラン
ティアさんの協力を得て開室日が
前年度より増えている。

　道徳の授業で、自分や他人を大
切に思える学習に取り組めている
と答える生徒が非常に多い状態を
維持できるよう、引き続き人権尊
重の意識を高める指導を継続して
行っていく。道徳の授業では、引き
続き学年教員が協力し計画的に
進めていく体制を維持しつつ、生
徒の状況に応じた教材の工夫など
にも取り組む。また、あいさつ運動
については、生徒会の取組として
継続して実施するだけでなく、教職
員の働きかけも強化していく。
　校内委員会は週1回の定期開催
を維持するとともに、エンカレッジ
ルームの開室日の増加について
も引き続き検討し、不登校気味の
生徒の利用を促していく。

学校経営の重点　　　　〇授業力の向上　　〇生活指導力の向上　　〇キャリア教育の推進　　〇特別支援と不登校対策の充実

91.7

68.8

94.9

　クロムブックの家庭への持ち帰
りが少ないことで、家庭学習で
の定着として実感しにくいので
は？学校内では計画的に取り組
めていると思われます。特に学
習発表時の様子を見て、情報収
集や情報活用、プレゼン資料作
成など将来に繋がる取り組みが
なされていると感じました。
　また保護者の学校や子どもへ
の興味・関心をより繋ぐ意味でも
ホームページの定期的な更新は
望まれるところです。
　アンケートの設問内容に対して
学校と保護者の理解にズレがあ
るかもしれません。文章を見直
すことで評価か変わってくるかも
しれません。
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B
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か
な
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力
の
育
成

A

２０２５年度　町田市立木曽中学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

　「自主的な学び」という観点で
は、校外学習の行き先を生徒が
プレゼンし投票で決めたり、職業
調べ等キャリヤ教育でのICT活
用も含め学校の取り組みはとて
も良いと思います。教材活用とし
ては生徒が関心を持ちそうなソ
フトも出てきています。ソフト選び
も検討するのも１つかと。ただ、
確かな学力の育成にはICTの活
用に拘るのではなく「読み書き」
にもう少し重きを置いてもよいの
では？と感じます。ICTの活用時
間が増えることで生徒の（大人も
含め）文字離れが進んでいま
す。読解力の向上は全ての教科
の基本だと考えます。朝読書の
継続も含め、文字を読む時間は
重要と感じます。

　多国籍の生徒が増えたことで
先生方のご苦労は容易に想像
できます。ですが言葉ではない
コミュニケーションの取り方を学
ぶよい経験にもつながっている
と思います。
　間違いに対する許容範囲が狭
いことや、想像力が低いことで他
人だけでなく自分に対しても傷
つけないように、今後も「特別授
業・道徳」は続けていただきたい
と思います。
　不登校対応については毎日エ
ンカレッジルームを開いているこ
とはいいことだと評価します。地
域協力者の協力のお陰ですが、
開室時間については生徒の様
子を見ながら柔軟な体制作りが
できるとなおいいのですが・・・

　熱中症対策を生徒の体験指
導・様々な状況を想定しての避
難訓練、どちらもよい取り組みと
評価します。
　健やかな体つくりに欠かせな
い運動については家庭での運動
量が減っている現状、体育科や
部活動が担うウエイトは高いと
思います。また食育も欠かすこと
ができない分野です。
給食の無償化もあり、成長期の
子どものバランスの良い一食と
しての役割は大きいと思いま
す。さらに調理実習の復活で、よ
り食に対する興味関心を持つこ
とができ、皆で作った事で苦手
な食材も食べられるようになるこ
とも期待できます。是非とも検討
いただきたいと思います。

A

A

B

幅広い知識と教養に裏
付けられた専門性を高
め、生徒の学ぶ意欲を
高め、学習習慣の定着
を図る。

生徒が「わかった」「でき
た」という達成感をもつこ
とができる授業を展開す
る。

子どもが主体的に学び、教
師が導く授業改革を進め、
主体的・対話的で深い学び
を実現することで、基礎的・
基本的な知識及び技能の
確実な習得と思考力、判断
力、表現力等とともに学び
続ける力の育成を図る。

学習規律や板書等の共通理解を図り、生徒の
学ぶ意欲を高める授業を実現する。

ユニバーサルデザインの視点をもって生徒が
安心して学べる授業を展開する。

生徒が主体的に学ぶ機会を設定したり、対話
的な学びを深めたりする授業を計画的に展開
する。

ＩＣＴを効果的に活用し、生徒が一人一台のＰＣ
を使い、学力の向上を図る。

体育科の授業を中心に、生徒自らが目標を立
てて、日常的に運動に取り組むよう指導する。

校内の危機管理体制を
確立し、安全安心な環境
を整え、危険予知、危機
対応力を身に付けるよう
安全教育を進める。

具体的な場面を想定した避難訓練や安全指導
を毎月実施し、生徒自ら危険や危機に対応で
きるよう指導する。

生徒の問題行動や安心・安全等に関わる情報
を共有し、組織的な指導、支援を行う。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

「特別の教科　道徳」を
要として、教育活動全体
を通して、自分を理解
し、相手を尊重し、生命
を大切にする、相手を思
いやる心を育む。

「特別の教科　道徳」の授業において、自他や
生命を大切にする指導を継続的に行う。

人権尊重の教育活動を進め、生徒会を主体と
した挨拶運動や、教職員による働きかけによ
り、生徒の日常的な挨拶を推進する。

様々な障がいや多様性
を理解し、生徒が安心し
て登校できる環境を整
え、一人一人を高め伸ば
していくような教育活動
を行っていく。

不登校対応巡回教員と連携し、不登校気味の
生徒が利用できるスペース「エンカレッジルー
ム」の体制を整え、不登校対策に取り組む。

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

運動の日常化と健康教
育及び食育の充実を図
り、丈夫な体を作り、体
力の向上を図る。

A

A

B

A

C

B

B

令和8年3月6日

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現

目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した教育課程を実
施する。

時機を得た積極的な情
報発信を行い、開かれた
学校、見える学校づくり
を進める。

学校だより、学年だより、ホームページによる
発信を計画的に行い、学校の情報を定期的に
発信する。

豊
か
な
心
の
涵
養

校内委員会を週１回開催し、支援を必要とする
生徒の情報共有を図り、具体的な支援を実践
する。

C

C

B

80

80.5

学校関係者評価の評価基準例

AA

B

B

A

C

A

学校教育目標  　　  　 ・知性を磨き　　　・意志を鍛え　　　・健康な心とからだをつくる

○目指す学校像・・・・・・・・○全ての生徒が「楽しい」と思える学校　○個が生き、相互に関わり合うことで集団として高め合える学校　○保護者、地域と共にある魅力ある学校
○目指す児童・生徒像・・・○当たり前のことを当たり前に行う生徒　○目標に向かって前向きに取り組み、また、課題に対しては自ら解決を図ろうとする生徒
○目指す教師像・・・・・・・・○教育への情熱をもち、専門性を高め、常に生徒のよりよい育成を考えた指導を目指す教師　○社会人としての常識を踏まえ、教育公務員であることの自覚をもち、公明正大で人間愛
に溢れている教師　　○生徒、保護者、地域の願いに応えるべく努力を続ける教師　　○ワークライフバランスのとれた働き方を意識して、心身の健康に留意し、効率的に校務を遂行する教師

家庭や地域の教育力を
活用した教育活動を実
践する。

C B

重点目標の成果と課題
・授業力の向上に対する取組として、「学び続ける力を育むための授業改革」を推進するための校内研究を実施した。主体的・対話的で深い学びを目指す授業実践をさらに推進していく。
・落ち着きのある校内環境を維持しつつ、総合的な学習の時間では職業や進路に関する学習内容を発表する場を設定するなど、生徒が自信をもって発信する場をもつことができた。
・不登校対応教員の配置により、エンカレッジルームの組織的な運用が進んだ。校内委員会の定期開催に特別支援教室との連携を強化していく。

各種アンケートや学校評価をＩＣＴを活用して行
い、回収率を80％以上にする。

A C

課題やＩＣＴを活用して、家庭学習を定着させ
る。また、年間を通して、Qubenaを活用した学
習に取り組む。

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

教育活動に対して、計画的に保護者や地域人
材の活用を図る。

C

　成果指標評価基準

養護教諭と連携し、健康診断や検診等の機会
を捉えて、健康教育を推進する。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

　各種便りやホームページ等の情
報発信に関する取組指標の評価
はAとなるが、HPの更新頻度に偏
りがあり、保護者アンケートでは
HPの更新が少ないとの意見もあ
る。
　アンケートの回収は昨年よりや
や向上が見られたが、2回目のア
ンケート回収率は昨年同様の結果
となっている。
昨年度よりQubenaを活用した朝学
習を実施し週1回以上取り組む生
徒の割合が年間を通して60%、最
大76%となり、昨年度に比べ定着
が進んだ。
　地域人材の活用については、前
年度並みの実施のため、保護者
の評価も前年並みとなったと考え
られる。

74.2

A

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B
成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


